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昨年度の活動 今年度の活動

【子どもの参加を促す防災イベン
トのあり方】

・楓門祭 防災教室

・若林小学校 防災教室

~結果~
親の参加がないと、子供の参加
は見込めない。

【若林・三軒茶屋地区の防災イベ
ントからわかるローリングストック】

・若林町会一丁目ネットワーク

防災ピクニック 出店

親世代の参加がありそうな

イベントに出店。

（若林地区では在宅避難を重要視していること
から在宅避難をテーマに選択）



在宅避難について

在宅避難自宅被害なし災害発生

・二次被害の
可能性なし

・備蓄があり
1,2週間暮らせる

・プライベートが守れる
ペットと暮らせる



5月29日(木)日程調整集まり

6月11日(水)若林まちづくりセンターの方と打ち合わせ

6月12日(木)若林地区町会長会議でのご挨拶

6月26日(木)地域交流ラボミーティング

7月3日(木)ヒアリング・若林地区身近なまちづくり推進協議会安全安心部会

7月5日(土)若林町会5丁目ネットワークまちかど防災訓練(小学校にてAED体験)

8月1日(金)若林1丁目ネットワークの全体会議

8月6日(水)地域交流ラボ学生交流会

8月29日(金)まちかど防災訓練10/5の会議

9月21日(日)若林町会３・４丁目ネットワーク まちかど防災教室

9月27日(土)三軒茶屋小学校 避難所運営訓練

10月5日(日)若林町会１丁目ネットワーク 防災ピクニック

2025年度 地域交流ラボ防災グループ 学外活動一覧



参加イベント

9月21日（日）

若林町会３・４丁目ネットワーク

まちかど防災教室

７月５日（土）
若林町会５丁目ネットワーク
まちかど防災訓練

９月２７日（土）
三軒茶屋小学校
避難所運営訓練

１０月５日（日）
若林町会１丁目ネットワーク
防災ピクニック



若林町会一丁目ネットワーク 防災ピクニック
活動内容

•在宅避難の説明

在宅避難の説明と認知度を調査

• 体験

備蓄品の保存と食べる順番の確認



感想・振り返り

・在宅避難は知っている方が多い。

・ローリングストックは知っているが
取り組んでいる方が少ない。

・カップ焼きそばを水で作れることに驚く方が多かった。

反省点

・当日実際にやってみると、予定していた流れ通りにはいかなかった。

・体験の際、臨機応変な対応が必要になった。



防災ピクニックアンケート (20人)

70%

20%

10%

在宅避難認知度

21%

37%

42%

家具固定割合

26%

48%

26%

ローリングストック認知度

●知っている/行っている
●少し知っている/知っているが行っていない
●知らない/行っていない



大学内アンケート (21人)
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２つのアンケートを踏まえた結果

家具固定について
どちらも実践する人は少ない

ローリングストックについて
地域の方→知っているがやっていない

若い世代→知らない

何から始めればいいのかわからない

在宅避難について
地域の方と学生では在宅避難についての認知度に差があった

若い世代には内容までは知られていない



世田谷区アンケートでも、調査結果と同方向の傾向

私たちの調査

• 在宅避難の認知度は高め

• ローリングストック
知っているが行っていないが割合が高い

• 家具固定
未実施が多い

• 関心はあるが「何から始めればよいか分か
らない」層がいる

世田谷区アンケート

在宅避難を選ぶ人

74.2%
震度6強・自宅が無事なら

4日分以上の備蓄がある割合

23.56%

出典：２０２５区民意識調査（災害時の備え部分）
https://www.city.setagaya.lg.jp/documents/27548/09_saigaijinosonae.pdf

令和６年度在宅避難支援事業（せたがや防災ギフト）における商品申込及びアンケート回答結果まとめ【概要版】
https://www.city.setagaya.lg.jp/documents/27831/setagayabousaigifutokekkagaiyou.pdf

災害に備えて水や食料



現状と課題

現状

課題

考え

在宅避難認知度は高め
ローリングストックを“知っているがやっていない”割合が高い
家具固定も未実施率が高い

関心はあるが“何から始めたらいいか分からない”
在宅避難を知っているがローリングストック未実施は５割弱

身近で取り入れやすい物でローリングストックできるものはないか
大学生一人暮らしや子供でも参加できるもの



提案

お菓子 カップ焼きそば

防災ポータルサイト

「お菓子が災害時に有用」
記載されている

水だけで作れる
お湯が不要

日常的に食べる食べ物でもローリングストックができる！



ポスターを作成し、大学内に掲示して、
大学生を通じてその親世代にも知っていただく。

来年度の方針

ポスター作成

イベント参加

地域の防災イベントに参加し、
この提案を広める
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